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１、はじめに

　 本 稿 は、W.G. ア ス ト ン（William George Aston、1841-1911） 著 A 

Grammar of the Japanese Written Language, with a Short Chrestomathy（明治

五年〈1872〉刊、『日本文語文典』初版）の日本語訳および訳注である。

　アストンは日本語を口語（spoken language）と文語（written language）

に分けたばかりでなく、歴史的に初めて、そのどちらについても文法書

を著した。本稿で扱うのは後者にあたる。

　幕末明治初期の欧米人たちによる日本語研究は、おもに当時の日本語

口語資料として、あるいは外国人に対する日本語教育史の文脈でこれま

で研究され、評価を受けてきた。その中にあってアストン『日本文語文

典』は、書き言葉、すなわち古典語の文法書であるが故に、日本語資料

としても日本語教育史の観点からも等閑視されてきた憾みがある。

　しかしながら『日本文語文典』は、おもに以下の点において日本語学

史上重要な資料であると評価することができる。第一に、日本で初めて

博言学（言語学）を講じたチェンバレン（Basil Hall Chamberlain、

1850-1935）や、アストンの同僚であった外交官サトウ（Ernest Mason 

Satow、1843-1929）の日本語研究はアストンの影響を受けている。第二

に、アストン自身の日本語研究が、文語文法の研究によって大きな発展

を遂げており、特に『日本文語文典』初版の前後では、口語文典の記述

内容に大きな変化が認められる。そして第三に、アストンの文語文法研

究は、多くの国学者の成果を受容したうえに構築されており、国学者の

日本語研究の文脈にも位置づけうるものである。これらのことから、ア

ストン『日本文語文典』は看過することのできない資料なのである。

　こうした理由から、『日本文語文典』初版の翻訳と注釈を試みる。本

稿では第１章までを掲載し、以後数回にわたって本誌に連載する予定で

ある。

W.G. アストン『日本文語文典』初版 訳注稿（１）
遠藤　佳那子
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２、凡例

・翻訳にあたり、底本として李長波編『近代日本語教科書選集』第 9 巻

（2010 年刊）所収の影印を使用した。

・原文は ‘CHAPTER I’ のように章に分かれており、「第１章」などと

訳す。章内部にある見出しは太字で、そのさらに下位項目として段落

に付された小見出しは《　》によって示す。それぞれに原文の英題を

併せて示す。

・「*」印はアストン自身によって原文に付された脚注である。本稿では

稿者の脚注と区別するため、「*」印の直後に挿入し、行頭を下げて示

した。

・稿者による注記は脚注に示す。

・原文において斜体のローマ字で記された日本語は、適宜、漢字仮名交

じり表記に直し「　」に入れて示す。仮名遣いは、本書第１章にある

ローマ字対応表による。さらに原文のローマ字表記を反映させて振り

仮名を補う。語形を示すための例と判断し、カタカナに翻字するにと

どめた場合もある。

・日本語の用例の直後に英訳が付されている場合は、原文に即して直後

に示す。

例）原文：Hi ‘the sun’ → 訳：「日
ひ

」‘the sun’

・原文において、漢字、平仮名、片仮名で表記されている例は、〈　〉

によって示す。

例）原文：They are all mana except 伊 and 豆 . 

→訳：これらは〈伊〉と〈豆〉を除いてすべて「真
ま な

名」である。

原文：天 ‘heaven’ → 訳：〈天〉‘heaven’

・書名や人名などの固有名詞で、斜体のローマ字で記されている場合は

漢字表記に直し、原文のローマ字表記を反映させて振り仮名を補う。

書名は『　』で示す。

例）原文：the Shinji hi fumi den → 訳：『神
し ん じ ひ ふ み で ん

字日文伝』
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・語学、文学、文化に関する用語は、現在の用語に訳出することで混乱

を招く恐れがある場合がある。そのため、日本語訳とともに（　）を

付して原文の英語を示したものがある。

３、本文訳注稿

序文（PREFACE.）

　本書は、在来の学者による日本語文法の主要な業績に関する、最初の

研究成果を含むものである。それらを参照することを望む学習者への案

内として、いくつかの研究書は一覧にして本書巻末に掲げた。これらは

大英博物館の図書館で閲覧することができる。

　本書の編集にあたり、たゆまぬ支援と助言を寄せ、自身の所有する中

国語と日本語の貴重な活字を使用させてくださった、キングス・カレッ

ジ・ロンドンの Summers 教授へ、筆者の最大級の感謝を捧げる。

ベルファストにて、1872 年。

緒言（INTRODUCTORY REMARKS.）

　日本語は、構造の上ではアルタイ語族のすべての特徴を持っている。

それは膠着語ということであり、つまり語の語根（root）は変化せず、

ヨーロッパ言語では屈折（inflection）によって得られる表現を、日本

語では独立した助辞（particle）を語根に接尾することによって実現さ

せる。この語族に属する他の言語がそうであるように、日本語も接頭辞

（formative prefixes）を持たない。ここでいう接頭辞とは、例えばドイ

ツ語の ge1、あるいはラテン語やギリシア語の動詞の完了形における重

1 現在形 Ich komme（私は来る）に対する、完了形 Ich bin gekommen（私
は来た）の ge のような例を指す。
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複（reduplication）2 のようなものである。接続詞が乏しく、その代わり

に多量の分詞を使用する点も、もうひとつの共通点である。さらに、日

本語は、この語族すべてに共通する規則の実例となっている。すなわ

ち、ある語を定義するために機能するあらゆる語が常に先行するという

ことである。従って、形容詞は名詞に、副詞は動詞に、属格（genitive）

はそれを支配する語に、対格（objective case）は動詞に、前置詞

（preposition）によって支配される語は前置詞に、それぞれ先行する。

　日本語と同族の言語に共通する語の数は、予想されてきたよりもずっ

と少ない。日本語に見られる語をかなりの割合で含んでいる唯一の方言

は、琉球島で話されているものだ。この言語は、通訳の助けを必要とす

るほど日本語と異なっていると言われている。しかし日本語の文献に見

える実例から、琉球語と日本語は英語とスコットランド低地語（Lowland 

Scotch）の関係とほとんど同じくらい、互いに似ているように思われ

る。

　遺跡に見られる日本語の語彙は、判断できる限りにおいては同質であ

る。いずれにせよ、後代には豊富に見られる漢語の混入が全く無い。

　中国学 3 は紀元 285 年 4 に朝鮮から日本に伝えられたが、六世紀に仏

教が伝えられるまではあまり発展しなかったようである。それ以後、漢

文の知識は急速に広まり、漢語が書き言葉にも話し言葉にも大量に受容

された。幾世紀にわたって中国学は日本において普遍的であり、教養と

2 ラテン語の現在形 tango（私は触れる）に対する、完了形 tetigi（私は触れ
た）、ギリシア語の現在形κλεiω（kleiō）「私は閉める」に対する、完了形κ�
κλεικα（kekleika）「私は閉めた」の下線部のような例を指す。
3 原文「The study of Chinese」とある。ここでは「中国学」と訳出する。
4 応神 16 年。この年は『日本書紀』によると王仁が渡来した年である。アス
トンは自身が訳したNihongi（Aston［1896］1972）において、この出来事を

（日本における）「中国思想の教育の始まりである（私訳）」と位置付けている。
た だ し ア ス ト ン は『 日 本 書 紀 』 の 年 紀 に つ い て 論 文 を 発 表 し て お り

（Aston1887）、王仁の到来は西暦 285 年ではなく西暦 405 年の出来事だと結論
づけている。
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して身につけるべき必須の要素であると考えられていた。現在では、漢

語は日本固有の語よりも数が多い。

　日本語の文法に他言語の法則が侵入することによって語彙が豊かに増

加するようなことは、これまでのところ生じておらず、日本語はアルタ

イ語の特徴を本質的にとどめている。しかしながら、長きにわたって漢

文の学習が優位とされる間、それに対して固有の文学が否定される事態

に陥り、古語における多くの文法的形式と文法的過程とを廃れさせる結

果になった。そして、膨大なイディオムと表現形式を導入することが好

まれた。これらは、単純に文法に関していえば日本語であるけれども、

漢文の型に則って作られたという明白な特徴を帯びている。

　ラテン語とギリシア語が我々の現在の発音に至ったのとよく似た原因

によって、日本語での漢語の発音は、中国語でのそれとは大変に異なっ

ており、中国人にとっては多くの場合、全く理解できない。例えば、中

国の北京官話で「leih」と発音する〈力〉‘strength’という文字だが、

日本人は「riki」もしくは「riyoku」と発音する。〈公〉‘public’は中

国語では「kung」と発音するが、日本語では「ko」と発音する。現在

の日本語での漢語の発音において、アクセントは区別されていない。

　日本文学は、おおまかに四種の文体（style）に分けられる。

　Ⅰ．第一の種類は古代の詩、古代の型に基づいた詩文、さらに、

『古
こ じ き

事記』のような古い日本語の例からなる。それらの作品の言葉は、

漢 語 を 全 く 含 ま な い こ と、 そ し て 助 辞 と 語 尾 変 化（grammatical 

terminations）の豊富さが特徴である。本書巻末に収録されたⅠとⅡの

見本を参照のこと 5。

　Ⅱ．第二の種類は、「物
ものがたり

語」という一般的な名称で知られる伝統的な

著作と、それに類似した特徴を持つその他の作品が含まれる。近代の文

献学的、文法学的著作物は、大部分がこれに似た形式で書かれている。

5 I の見本として、『中臣祓』の一節、須佐之男命「八雲立つ」の歌が掲載さ
れている。
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この種の著作物の中に少数の漢語は認められるが、古語の文法的過程は

変わらずに保たれている。本書巻末のⅢ、Ⅳの見本を参照のこと 6。*

*『土
と さ

佐日
に っ き

記』と『竹
たけとり

取物
ものがたり

語』はこの種の良い見本として学習者にお薦めで

ある。

　Ⅲ．第三の種類には近代の大衆的文学が属する。この種の著作物には

漢語がふんだんに用いられている。古語の語尾変化の多くはもはや理解

されず、また使用されることもなくなり、古語の文法的な規則も頻繁に

無視される。本書巻末のⅥ 7 の見本を参照のこと。

　Ⅳ．第四の種類は、往復書簡、公文書、日記、新聞などを含む。これ

らの創作物の文体は、古語の文法的過程を顕著に用いないこと、大部分

が漢語の語彙やイディオムであること、そして一般的にその漢文的な特

徴によって区別される。文学を志向するいかなる作品においても、これ

はあまり用いられない。巻末のⅦ、Ⅷ 8 の見本を参照のこと。

　話し言葉は、その特徴において上記とはずいぶん異なる。これは筆者

の別の著書の主題である 9。

　日本で書かれた多くの本は、漢文である。それに関して本書では触れ

ない。それらの多くは近年衰退しつつあり、現在では出版物全体の八分

の一、あるいは十分の一より、おそらく多くはない。

　ここで、漢籍の和刻本の行間にたびたび付け加えられる翻訳 10 につ

いて、学習者に警告しておこう。あえて言うなら、文法と文体について

は、本国の生徒が手にしているものにも時々見られるような、ラテン語

やギリシア語の行間訳の中でも最低のものとせいぜい肩を並べる程度で

6 Ⅱの見本として、『竹取物語』と本居宣長『玉あられ』の一節が掲載されている。
7 正しくは「V」か。滝沢馬琴『南総里見八犬伝』の一節が見本として掲載
されている。
8 正しくは「Ⅵ、Ⅶ」か。条例文と書簡文が見本として掲載されている。
9 アストン著A Short Grammar of the Japanese Spoken Language.（明治四年〈1871〉
刊、『日本口語小文典』）のこと。アストンの日本語に関する最初の著書である。
10 訓点などのことを指していると考えられる。
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ある。

　日本語学習者にとって、中国語の知識の必要性はこれまで非常に誇張

されてきた。真に本質的な事は、漢字の日本語での発音と意味に習熟す

ることである。中国語の文法規則と表現様式に対して精通することは、

後期日本語の学習者にとって何も価値が無いわけではないが、漢籍にあ

る一文を直訳することができなくとも、すべての実用的な目的に充分な

言語の知識を持つことはできる。学習者が中国語の方言のうちどれか一

つの話し言葉を知っていても、全く何の役にも立たない。

第１章（Chapter I.）

書体、発音、アクセント、文字変換

（WRITING, PRONUNCIATION, ACCENT, LETTER-CHANGES.）

　字母（alphabet）の歴史と性質に関しては、日本の寺院に保管されて

いる古代の巻物に数種の書体で刻まれているのが見受けられ、国学者た

ちの間で交わされる議論の有益な主題であり続けた。すべてではないと

しても、そのほとんどは、紀元七世紀末に朝鮮の学者によって発明され

たと言われている字母と、明らかに特徴が一致している。そしてこれら

は、実際今日においてもその国で使われている。神道の宗派に属する国

学者は、この文字を「神の時代の文字」を意味する「神
し ん だ い じ

代字」「神
し ん じ

字」

などと呼び、日本から朝鮮へもたらされたと主張している。これに対し

て仏教徒の学者は、日本で発見された見本は言われているよりもさらに

後世のものであり、そして、おそらく日本の侵略軍によって朝鮮の大半

が攻略された時に日本に持ち込まれたものだろうと主張する。

　これは好奇心をそそられる主題であるが、学習者にとって現実的な重

要性は無い。仏教徒の学者たちが持つ見解はおそらく正しいものであろ

うし、いずれにせよ、いわゆる「神
し ん だ い じ

代字」がたとえ日本で一般的に使わ

れていたとしても、今日使用されている字母にその痕跡は残っていない
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し、この文字が属しているとされる時代のどの文献も、その残滓を今日

に伝える媒体にはなり得ていない。*

* 伴
ばんのぶとも

信友 11 は、字母に関する著書の最終巻を、この問題を論じるために捧げた 12。

彼は仏教徒の立場を取る。これに対する意見は、平
たいらのあつたね

篤胤 13 が『神
し ん じ ひ ふ み で ん

字日文伝』14

やその他の著作で主張している。両著書とも、問題となっている字母の膨

大な複写を提供している。

　日本語は漢字の角張ったもの（諸家名文集の見本Ⅰ、Ⅱ、Ⅵを参照）

と、曲線的なもの（見本Ⅲ、Ⅳ、Ⅶを参照）とを用いて書かれ、またそ

の中間の書体も用いられる。順序は中国語のそれと同様で、即ち上から

下へ、右から左へ行を進める。

　日本語の書記法において、漢字は以下の四つの異なる機能のうち、い

ずれかの機能を持つ。

　1. 中国語の語と等価なもの。

　2. 日本語における類義語と等価なもの。

　3. 中国語の語の音を表示するもの。

　4. 日本語の語の音を表示するもの。

　前半の二つの機能においては、漢字は表意的（ideographic value）と

言われる。後者二点は表音的（phonetic value）であると言われる。前

者の用法の際、漢字は日本人の書き手から「マナ」〈真名〉と称され、

後者の用法の際「カナ」〈仮名〉と称される。「真
ま な

名」は「名前そのも

の」を意味し、この字を使うと、語「そのもの」に等しいということを

暗示する。一方で、「仮
か な

名」（「カリ - ナ」の短縮）は「借りられた名前」

11 伴信友（安永二年〈1773〉- 弘化三年〈1864〉）。国学者。本居宣長の没後の
門人。
12 伴信友『仮名本末』（嘉永三年〈1850〉刊）のことを指す。上下二巻と附録
からなり、附録において「神代字」が論じられている。
13 平田篤胤（安永五年〈1776〉- 天保四年〈1843〉）。国学者。本居宣長の没後
の門人。
14 平田篤胤『神字日文伝』（文政二年〈1819〉序）。
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を意味し、この場合、ある語の音が、他の別の語の全体、あるいはより

頻繁には、一部分だけを表現するために「借りられる」。

　すべての漢字は、中国語と、または同義の日本語と等しいものとして

用いられ、相当数の漢字が時折表音的にも用いられる。例えば、〈天〉

‘heaven’は、（1）中国語「テン」、（2）日本語「アメ」、あるいは（3）音

「テ」「テン」に相当する。〈天〉は、「アメ」‘heaven’とは区別され、

音「アメ」を表すためには使われない。日本語で、音を表わすために用

いられる漢字の一例は〈三〉で、「ミ」という音声のためにも用いられ

（4）、日本語「ミ」「ミツ」‘three’（2）や、中国語「サン」の同義語（1）

のために用いられるだけではない。

　漢字によって日本語を記す最古の手法は、本書巻末の諸家名文集 I の

見本 15 に示されている。「片
か た か な

仮名」と、字間の少し右よりに配置されて

いる漢字は、後から付け加えられたものである。この見本を検討する

と、そこで使用される漢字が二つの例外を除いて表意的であり、日本語

の語と等価なものとして用いられていることがわかる。これらは〈伊〉

と〈豆〉を除いてすべて「真
マ ナ

名」である。これら二文字にそれぞれ対応

する語は、この一節において意味を持たない。これらはただ音声「イ」

「ヅ」を表すためだけに用いられ、「出
イ

づ」‘to go forth’（外へ行く）と

いう語を作り上げる。それゆえ、それらの文字は「仮
カ ナ

名」である。

　中国語に等価なものが存在しない文法的な屈折や語尾変化、そして、

由来が不確かでよくわかっていない固有名詞を「真
マ ナ

名」によって表現す

ることは難しい。意味だけでなく正確な音節（syllables）を与える難し

さは、詩歌の場合に生じる必要性とあいまって、単なる表音記号として

の機能の範囲で、次第に漢字の使用を広げてゆく起因となった。それら

は最初、非常に恣意的で無秩序な方法で用いられ、すべての一般的な漢

字が任意に表音記号として使用された。この時代、日本語の音声を

四十七の音節に分析することはまだ行われておらず、多くの異なる文字

15 「天磐座於押放天磐戸於押開天乃八重雲於伊豆乃千別仁千別天天降寄世奉幾」



W
.G.

ア
ス
ト
ン
『
日
本
文
語
文
典
』
初
版 

訳
注
稿
（
１
）

一
七

がその四十七音それぞれだけでなく、組み合わせも多数生じるがため

に、深刻な混乱が生じた。『日
にっぽんしょき

本書紀』、『古
こ じ き

事記』や、『万
まんようしう

葉集』はこの

段階における日本語の書記法の例である。諸家名文集の見本Ⅱ16 は、

『古
こ じ き

事記』から引用した詩歌の一節である。その中で使用されたすべて

の漢字は、それぞれ表音的である。

　「片
か た か な

仮名（または「大
や ま と か な

和仮名」）」と「平
ひ ら が な

仮名（または「出
い づ も

雲仮
が な

名」）」

として知られる 17 字母、正しくは音節文字（syllabary）を用いること

によって、古い日本語書記法から生じた混乱の多くは、今や回避されて

いる。これらが最初に導入された年代の問題に踏み込む必要はない。キ

リスト教歴九世紀末までに両者とも一般的に用いられるようになったと

了解していれば、充分である。

　「平
ひ ら が な

仮名」の音節文字が発明と呼ばれることは、ほとんどない。比較

的ありふれた漢字で、限られたものの曲線的な書体を簡略化して書いた

に過ぎない。この音節文字は四十七音節からなるが、各音節はいくつか

の文字（characters）で表記される。その結果、字体（sign）の総数は、

数百にものぼる。

　「片
か た か な

仮名」の音節文字は、より人工的な特徴を持つ。「平
ひ ら が な

仮名」のよう

に、四十七音節から構成されるが、それぞれ唯一の字体しかない。これ

ら「片
か た か な

仮名」の文字の多くは、四角い漢字を略した形で、片側（「カタ」）

または、文字全体を表すために取り出された一部分である。したがっ

て、〈イ〉（i）は〈伊〉を省略した形、〈ロ〉（ro）は〈呂〉、などである。

　近代の日本語表記は、常に、表意的記号（「真
ま な

名」）として用いられた

16 「夜久毛多都。伊豆毛夜幣賀岐。都麻碁微爾。夜幣賀岐都久流。曾能夜幣
賀岐袁。」
17 「片仮名一ツには大和仮名ともいへり。」（新井白石『同文通考』宝暦十年

〈1760〉刊、『国語学大系』第 5 巻 p.160）
「平仮字を出雲かなといひ旁仮字を大和かなと呼は其字を造れる国を称する者
也」（谷川士清『倭訓栞』安永六年〈1777〉- 明治二十年〈1887〉刊、巻一、
十三丁裏）
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漢字と、「片
か た か な

仮名」または「平
ひ ら が な

仮名」との混合物である。それらの要素

が結合する割合はおおいに変化し、版が違えば同じ本であっても異な

る。一時は「真
ま な

名」によって書かれた語が、他の箇所で「片
か た か な

仮名」や

「平
ひ ら が な

仮名」を用いて表現されるのである。他の点でも、はなはだしい不

規則がある。下記の規則は、したがって多数の例外を免れない。

1.  　「真
ま な

名」は中国語由来のすべての語と、比較的主要な日本語

（「名
な

」と「詞
ことば

」18）の語根に用いられる。

2.  「片
か た か な

仮名」または「平
ひ ら が な

仮名」は、語尾変化と比較的主要でない日本

語由来の語（「テニヲハ」19）に用いられる。

3.  「片
か た か な

仮名」または「平
ひ ら が な

仮名」は、しばしば（諸家名文集の見本Ⅴの

ように）漢字の右側に書かれ、それと等価の中国語や日本語を表音

的に表しているのが見受けられる 20。

4.  「片
か た か な

仮名」は、角張った書体の漢字と共に見受けられ（諸家名文集

の見本Ⅵを参照）、「平
ひ ら が な

仮名」は曲線的な書体の漢字と共に見られる

（見本Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅶを参照）。

5.  「片
か た か な

仮名」は時折「平
ひ ら が な

仮名」に混じって、間投詞（interjection）

や外来語を記す場合、また英語で斜体を用いるような場合にも用い

られる。

　「片
か た か な

仮名」と「平
ひ ら が な

仮名」は、国学者によって二つの異なる種類に配列

されている。一般的に用いられている配列は、その冒頭三文字から「イ

ロハ」と称される。この配列では、音節文字を構成する四十七音が、記

憶の補助のために、滑稽な韻文の一節 21 に無理にこじつけられている。

下記の表（表Ⅰ）はこの様式に配列された「片
か た か な

仮名」と「平
ひ ら が な

仮名」を示

している。第一の列は英語の発音を、第二列には「片
か た か な

仮名」と、そのも

とになった漢字を添え、そして残りの列には比較的一般的な「平
ひ ら が な

仮名」

18「名」は体言、「詞」は用言に相当する。
19 助詞や助動詞などに相当する。
20 振り仮名のことを指す。
21 いろは歌のことを指す。
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の形を、それらの由来となった角張った漢字を添えて収めている。

　この表では、「平
ひ ら が な

仮名」の文字は最も頻出するものから順番に配列し

てあり、初めの列は、他のよりもはるかに頻繁に目にする。この列に含

まれている変異体こそが、国内の教育的な著書において提示され、学校

で教えられているものであるから、日本語学習者は、最初のうちはこの

列に集中した方が良い。

　次に挙げた表（表Ⅱ）に提示された配列は、国学者からは、一般的に

「イロハ」よりも好まれている。ここでは、音節文字（「片
か た か な

仮名」の形

の）は、科学的な手法を経て配列されており、同じ母音を含む音節が同

じ組に分類されている。この表には五十の文字があることが見てとれる

だろう。
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しかしながら、このうち丸で囲まれた三文字は、廃れたか、あるいは一

般に用いられることのなかったものであり、表に空いた隙間を埋めるた

めに取り入れられてきただけである。

　「yi」、「wu」、そして「ye」に対して特定の文字が無い理由は、「y」

と「i」、「w」と「u」の音が非常に類似しているためであることは疑い

なく、この組み合わせの「y」と「u」の部分はほとんど聞き取れない。

「ye」は、「yi ＋ a」に等しく、それゆえ、先述の説がこれについても同

様に適用できるだろう。後述のローマ字で書かれた表は、「片
か た か な

仮名」に

不馴れな読者の便宜のために掲げる。

1. a i u e または ye o

2. ka（ga） ki（gi） ku（gu） ke（ge） ko（go）

3. sa（za） shi（ji） su（zu） se（ze） so（zo）

4. ta（da） chi（ji） tsu（dzu） te（de） to（do）

5. na ni nu ne no

6. ha（ba） hi（bi） fu（bu） he（be） ho（bo）

7. ma mi mu me mo

8. ya yi（使用されない） yu ye（使用されない） yo

9. ra ri ru re ro

10. wa i（もとは wi） wu（使用されない） e（もとは we） wo



二
二

　〈 〉゙の符号は「にごり」と呼ばれ、濁っていることを意味する。よっ

て〈カ〉は「ka」だが、〈ガ〉は濁った「ka」、即ち「ga」であり、こ

の変化を受け入れる他の子音もまた、同様である。〈ハ〉（ha）及びそ

の他の同じ系列の子音は時に「pa」などになる。この変化は、文字上

部、右側の小さな丸によって表現される。これらの符号は、「平
ひ ら が な

仮名」

「片
か た か な

仮名」共通だが、しばしば省略され、その文字が「にごり」を帯び

るか否かは読者の日本語の知識にゆだねられるのである。

　その他の表記に際して用いられる符号は、「コト」に対して「 」、文

字の反復に対して「ゝ」、語文字やの反復に対して「く」、母音の延長に

対して「ー」22、ピリオドやコンマに対して「。」である。

発音（PRONOUNCIATION.）

「ア」は father の a の音

「イ」は machine の i の音

「ウ」は book の oo の音

「エ」は they の ey の音

「オ」は so の o の音

　「アウ（au）」、「オウ（ou）」、及び「オオ（oo）」は、「ō」と発音され、

「エウ（eu）」、「エオ（eo）」は「yō」と発音される。〈ア〉（a）、〈イ〉

（i）、〈ウ〉（u）、及び〈オ〉（o）は、語頭以外に見出すことは絶対に無

い。

　子音は英語と同じ音声であるが、以下の例外がある。

　《G．》語頭では英語のかたい「g」のように発音されるが、その場合

を除いて、江戸生まれの言い方では「ring」の「ng」のような音声で、

22 長音符。原文では縦向きに印字されている。当時の日本語は縦書きが一般
的だったためと考えられる。



W
.G.

ア
ス
ト
ン
『
日
本
文
語
文
典
』
初
版 

訳
注
稿
（
１
）

二
三

わずかに英語より鼻にかかっている。日本の西部では、「go」の「g」

のように発音される。

　《S と Sh．》いくつかの地域では、「se」と「she」、「si」と「shi」の

音声が互いに混乱している。

　《T．D．》これらの文字の発音は英語と多少異なる。英語では舌の先

端が口蓋に接触する。日本語の音声の調音では、舌が前部へ押しつけら

れ歯に接触する。

　《H．F．》西部の地域では、「h」は「f」に非常に近く発音され、「hi」

の音節は特にそうである。日本語の音声は英語に似ているが、調音にお

いては、下唇がただ近づくだけで実際に歯に接触しない。そのためこの

音は「who」の「wh」に似ていないこともない。

　語頭を除いて、有気音の子音の系列は、語中に現れると気音（aspirate）

が失われる。〈ハ〉は「wa」、〈ヒ〉は「i」、〈フ〉は「u」か「yu」、〈ヘ〉

は「e」か「ye」、〈ホ〉は「o」と発音される 23。こうした環境において、

これらの文字は先行する母音と結合し、上述したように母音を発話する

時に母音縮合（crasis）を形成するのである。

　《R．》「i」に先行する場合を除き、「r」は英語の音とかなり異なる。

正確な発音は日本語母語話者からしか学べない。

　《N．》「N」24 は実際のところ「mu」や「mi」の別の形でしかない。

「b」や「p」の前で、「n」と発音される。英語の「n」よりも鼻にかか

った音声である。

アクセント（ACCENTS.）

　日本語におけるアクセントの問題は、話し言葉、書き言葉どちらの学

習者にとっても、たいして重要ではない。有能な国内の大家が筆者に述

23 ハ行転呼のこと。
24 撥音のこと。
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べたところによると、下に引用する一節に説明されたアクセントの区別

は実際に京都の知識階層の会話で観察されるが、江戸言葉は間違いなく

これらを否定するものであり、日本東部の教養ある母語話者は、自分た

ちが「日
ひ

」‘the sun’と「火
ひ

」‘fire’と「樋
ひ

」‘a water-spout’の違い

や、「牡
か き

蠣」‘an oyster’と「柿
かき

」‘a persimmon’の違いに気付くこと

ができないと断言している、という。

　この話題における国学者たちの見解は、次に続く『 詞
ことばの

捷
ちかみち

径』25 からの

抜粋からわかるだろう 26。

　“この皇国の言語においては、たった三つのアクセントがあるだけで

ある。即ち、〈平〉、〈上〉、及び〈去〉である。〈入〉は使われていない27。

「日
ひ

」‘the sun’は第一のアクセント、「樋
ひ

」‘a water-pipe’は第二のア

クセント、「火
ひ

」‘fire’は第三のアクセントをとる。その一方で、

「日
ひ な た

向」‘sunshine’の「ヒ」は第二アクセント、「掛
かけ

樋
ひ

」‘a kind of 

water-pipe’の「ヒ」は第三アクセント、そして「火
ひ ば し

箸」‘tongs’の

「ヒ」は第二アクセントをとる。「山
やま

」‘a mountain’は第一アクセント

をとるが、「山
やまかぜ

風」‘mountain-wind’と「山
やままつ

松」‘mountain-fir’のよう

な複合語における「ヤマ」は第三アクセントをとる。しかし、「東
ひがしやま

山」

‘east-mountain’や「西
にしやま

山」‘west-mountain’といった複合語において、

「ヤマ」は第二アクセントである。「宇
う じ

治」（ある地域の名前）は第三ア

クセントで発音するが、複合語「宇
う じ

治橋
はし

」‘the Uji bridge’が第一アク

セントをとるのに対して、「宇
う じ

治川
かわ

」‘the river Uji’という語では第二

アクセントをとる。

　このようにして、すべての語はアクセントの変化を被り、もし元来の

アクセントが保持されるようなことがあれば意味が変化してしまうだろ

う。例えば先ほどの「山
やまかぜ

風」「山
やままつ

松」の例を取り上げよう。もしここで

25 鈴木重胤『詞捷径』（弘化二年〈1845〉刊）。
26 以下、脚注に『詞捷径』の該当箇所（上巻、四丁裏〜）の原文を示す。
27 「重胤云皇国の語言は、たゞ平上去の三ツのみありて入声はなし、」
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「ヤマ」が元来の語のように第一アクセントで発音されるなら、意味は

「山と風」「山と松」となるだろうし、私たちはどちらの事例も一つの物

体でなく二物体を思い浮かべるだろう。意味が「山の風」「山の松」と

なるのは、アクセントの変化のためなのである 28。

　だが、「ヤマ」は二音節「ヤ」と「マ」から、「カワ」は二音節「カ」

と「ワ」から構成される。もし私たちがそれぞれの音節のアクセントを

別々に検討したら、「ヤ」は第二アクセント、「マ」は第一、「カ」は第

二、「ワ」は第一だとわかるだろう。それにも関わらず一語全体として

の「ヤマ」と「カワ」は固有のアクセントを持ち、どちらも第一アクセ

ントである。同様の法則が、多音節語「ヒムカシ」（「ヒガシ」）‘east’、

「ミナミ」‘south’などのようなものにあてはまる。しかし連続する音

節それぞれのアクセントを区別する試みは混乱を招き、明瞭な結果を得

ることはできない。それは一語を構成する音声間に存在する密接な関係

のためである。しかしながら、語全体のアクセントを決定するのに不確

実なことは全くない 29。”（『詞捷径』巻一、四丁より）

28 「日は平声、樋は上声、火は去声なるを、日影と云ときの日は上声、掛樋
と云ときの樋は去声、火箸と云ときの火は上声となり、山は平声なるを、山
風山松などと云ときは去声となり、東山西山と云ときは上声になり、宇治は
去声なるを、宇治川といへば上声、宇治橋といへば平声になる如く、何れの
言も皆其声転するを、若本音のままに呼ぶときは、其義異なり、かの山風山
松の如き山を本音のままに平声に呼べば、山と風と二つのことになり、山と
松と二つのことになるを、転じて去声に呼ぶによりて、山の風山の松のこと
になるがごとし、」
29 「さて山はやとまとの二音、川はかとはとの二音にて、これを一音づつ分て
各四声を云ときは、やは上声まは平声、かは上声はは平声なり、然れども又 
やまともかはとも連りたる言のうへに平上去ありて、山も川も平声なり、 東

ヒムカシ

南
ミナミ

など三音四音連なりたる言も、皆同じことなり、然るをその連なりたる音を、
一々分て平上去を定めむとするときは、紛らはしくして分明ならず、是の一
言の内の音は、親しく連

ツ ツ キ

接たるがゆゑなり、さればこれをつらねて、一言の
うへにて定むるときは、三声分明なり、」
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　『脚
あ ゆ ひ

結抄
しょう

』30 の著者、北
きたのべ

辺 31 は、日本語には三つのアクセント、即ち、

中国語の〈平〉に相当する「ゆき」‘going’、中国語の〈上〉に相当す

る「かえり」‘returning’、中国語の〈去〉に相当する「たち」‘standing’

があると述べる 32。

　上述の見解では、アクセントとは音楽的な抑揚を意味しており、単な

る語や音節の強調や強勢ではないということを中国語との比較によって

示している。こちらの意味では、日本語の語にアクセントはほとんど、

あるいは全く無い。

文字変化（LETTER-CHANGES.）

《音脱落 Elision.》

　形容詞末尾の「ウ」、及び否定の助辞「ズ」は動詞「アル」‘to be’

の語頭母音の前でしばしば省略される。従って、「ナカレ」は「ナク　

アレ」、「ナガカリ」は「ナガク　アリ」、「アラザル」は「アラズ　ア

ル」である。

　その他の末尾母音の音脱落の例：――

「タリ」は「テ アリ」

「タライ」‘a wash-hand basin’は「テ アライ」

「ザル」は「ゾ アル」

「カカリ」は「カク アリ」

「ササゲ」は「サシ アゲ」

「ナリ」は「ニ アリ」

30 富士谷成章『脚結抄』（安永七年〈1778〉刊）。
31 富士谷成章（元文三年〈1738〉- 安永八年〈1779〉）。国学者。「北辺」は号
の一つ。
32 「三こゑ　井筆なとよむこゑをゆきこゑといふ。もろこしこゑの平なり。
野船なとよむ声をたちこゑといふ。もろこしこゑの去なり。日花なとよむこ
ゑをかへりこゑといふ。上なり。」（『脚結抄』「おほむね」十四丁表〜）
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「タリ」は「ト アリ」

「マレ」は「モ アレ」

《語頭母音消失 Aphaeresis.》

　とりわけ詩歌において、複合語の第二要素の語頭母音は母音連続

（hiatus）を防ぐため頻繁に削除される。従って、「タカ - アメ ノ ハラ」

に対して「タカマ ノ ハラ」、「カム - アツマリ」に対して「カムツマリ」

であり、「トウ アマリ ヒトツ」は「トウマリ ヒトツ」などとなるので

ある。

　同様の法則は、「明
あ か し

石」（「アカ - イシ」）、「小
お が た

県」（「オ - アガタ」）のよ

うな固有名詞の構成に例示されている。

《母音縮合 Crasis.》

　完了時制の語尾「エリ」33 の「エ」は、動詞語根（root）34 の末尾「イ」

が「アル」‘to be’の語頭「ア」と母音縮合した結果生じたものである。

《母音交替 Changes of vowels.》

　複合語の第一要素の末尾「エ」または「オ」は、「サケ - テ」が「サ

カテ（酒手）」、「シロ - ケ」が「シラゲ（白毛）」のように、時々「ア」

に変化する。「イ」は、「キノハ」が「コノハ（木葉）」、「キカゲ」が

「コカゲ（木陰）」など、「オ」になる。

　いくつかの語を綴るとき、「イ」と「ウ」はどちらも区別なく用いら

れる。例：「イヲ」または「ウヲ」‘a fish’、「イロコ」または「ウロコ」

‘a scale’。

33 動詞の活用語尾のエ段音と完了の助動詞「り」にあたる。
34 連用形にあたる。
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《誘引 Attraction.》

　連続する音節の母音が同化する傾向は、日本語と同じ語族に属する他

の語派に共通するもので、これは誘引と称されてきた。「アチ - コチ」

に対する「オチ - コチ」、「ユカミホシキ」に対する「ユカマホシキ」、

その他多くの形はこの傾向に帰属させられるべきである。

《子音の変化 Changes of Consonants.》

　「にごり」。最も身近な子音の変化とは、澄んだ子音 35 に代わって、

それに対応する濁った音声 36（にごり）を用いることである。澄んだ子

音で始まる語が複合語の第二要素となる時に、この現象が起きる。「に

ごり」の用法は非常に不規則であり、同じ語でさえも時によって「にご

り」を帯びたり帯びなかったりする。以下の見解は、従って、あまり厳

密な意味で受け取ってはならない。

1． 複合動詞の構成に際し、「にごり」は挿入されない。

例：「サシ - ハサム」、「シメ - コロス」、「ムスビ - ツクル」。

2．多くの複合名詞の第二要素は「にごり」を帯びる。

例：「ジョウ - ブクロ」、「スキ - ガネ」、「モト - ヅキ」

3．名詞を重複させた複数形の第二要素は、ほとんど常に「にごり」

を帯びる。

例：「サマ - ザマ」、「シナ - ジナ」、「ヒト - ビト」。

4．完了形（perfect）37 と否定形語基（negative base）38 に接尾される

「テニヲハ」は「にごり」を帯びる。他の形式に添加されるもの

は、「にごり」を帯びない。

35 原文「pure consonant」。無声子音にあたるか。
36 原文「impure sound」。有声音にあたるか。
37 已然形にあたる。
38 未然形にあたる。アストンは本書において、いわゆる未然形を「base for 
negative and future suffixes」あるいは「base for negative and future form」
と称している。
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例：「ユケ - バ」、「ユカ - バ」39、「ユキ - テ」。

5．子音が「にごり」を帯びるか否かは、調べ（euphony）によってた

びたび決定づけられる。従って、「アブラ -ツボ」‘an oil-jar’の場

合、「ツ」が「ヅ」になるのを防いでいるのはおそらく調べである。

《連続する子音の同化 Assimilation of consonants to succeeding consonants.》

　連続する子音は、話し言葉では後続の子音に同化するが、たいていの

場合、表記上変更せずにおくだけでなく、読む時にも表記されたように

発音される。従って「知
し

りて」、これは会話では「shitte」と発音される

が、常に「シリ - テ」と書かれ、また音読されるべきである。「シツテ」

という綴りは、二つの理由で好ましくない。話し言葉の発音を表してい

るということ、そして、重複形 40 の元来の姿を見えなくするからであ

る。

　以下の同化の事例は書き言葉に属する。

「ザン ナリ」は「ザル ナリ」から。

「マッタク」は「マツ タク」から。

「マッセ」は「マツ セ」から。

「セッスル」は「セツ スル」から。

　日本語は、同じ子音で始まる音節が連続することを好まない。この法

則については、おそらく次のような形が参照されるべきだろう。

「ヲ バ」は「ヲ ワ」から。

「アラシ」は「アル ラシ」から。

「ザ ナリ」は「ザン ナリ」から。

「カナ」は「カンナ」から。

「ボシ クギ」は「ボシ グギ」から。

　同質の子音「m」と「b」は、いくつかの語を綴るとき区別なく用い

39 接続助詞「ば」を、アストンは助詞「は」が連濁したものと捉えている。
40 促音便して t が重複した「shitte」の形を指していると考えられる。
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られる。従って「サブラウ」と「サムラウ」、「セマシ」と「セバシ」、

「ウカミ」と「ウカビ」、「ケムリ」と「ケブリ」、「サミシ」と「サビシ」、

どちらも用いる。

　「N」は時折、「u」と母音化（vocalize）される。この身近な例は、未

来の「n」41 の母音化である。話し言葉においてこれは「u」に変わり、

その時、先行する「a」42 と母音縮合を生じ「o」となる 43。

　書き言葉にも類似の変化の例がうかがえる。従って、兵庫に程近い外

国人居留地の「神
こ う べ

戸」（表記〈カウベ〉）は、「カムベ（kamube）」ある

いは「カンベ（kanbe）」であって、「n」は「u」に変化し、先行する

「a」と縮合して「o」となったに違いない。

　「アメ」が第二要素となるようないくつかの複合語においては、母音

連続を避けるために「s」が挿入される。例：「ハルサメ」、「アキサメ」。

　「M」は「ヨク バ」が「ヨクンバ（yokumba）」、「アカビト」が「ア

カンボ（akambo）」などのように調べを整えるときに挿入される。

　「tu」「ti」「du」「di」「si」「zi」「hu」の音は、日本語において「tsu」

「chi」「dzu」「ji」「shi」「ji」「fu」と表現されることを覚えておくべき

で あ る。 こ の ゆ え に、「 待 つ（matsu）」（「machi」「matsu」「mata」

「mate」）のように屈折する動詞で起こる変異はただの見かけに過ぎず、

実際には子音の変化は何ら起きていないのである。

41 推量の助動詞「む」のこと。
42 動詞の未然形語尾のア段音のこと。
43 例えば「行かむ」→「行かう」→「行こう」のような変化を想定している。
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